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（4） 赤色の単色光の方が青色の単色光より

波長が長く、明線間隔は波長に比例する

ので、赤色を用いると明線間隔は広くな

る。 

（5） 
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（7） 変化しない 
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４ （1） 2 sind   

（2）  nd =sin2  

（3） 速さ；
72.00 10 m 

波長；
113.64 10− m 

（4） 
18.09 10−  

 

【講評】昭和らしい問題ではあるが，割と解

きやすい内容であった。日頃勉強してあ

る内容なので，そのぞれの力量が点数に

反映しやすい。 

１ 予想通り万有引力の問題で，慣れている

受験生も少なくないと思われる。 

２ 気体の分子運動論の応用型の問題。問題

文に従って解かなくてはならない。 

３ くさび形の問題だがなんとウインダムの

昭和実戦模試と全く同じ問題だった。 

４ ブラッグ反射の問題。これも平易である。

３桁の計算が大変だが、計算しやすく工夫

はされてあった。最後だけ難しい。 

 

命中しています！ 

ウインダムの昭和実戦模試の問題 
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